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応
策
を
検
討
し
、
緊
急
性
の
高
い

も
の
か
ら
計
画
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

８
月
11
日
、「
大
学
等
の
『
復

興
知
』
を
活
用
し
た
人
材
育
成
基

盤
構
築
事
業
」
と
し
て
、
東
京
大

学
、
福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
に

よ
る
「
科
学
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
を
、

東
京
理
科
大
学
生
物
研
究
部
の
協

力
の
も
と
実
施
し
ま
し
た
。
参
加

し
た
小
学
生
は
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト

や
三
葉
虫
な
ど
の
化
石
の
レ
プ
リ

カ
作
り
や
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
仕
組
み
、

指
紋
採
取
の
方
法
な
ど
を
学
ぶ
貴

重
な
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

８
月
22
日
、「
大
学
等
の『
復
興

知
』を
活
用
し
た
人
材
育
成
基
盤

構
築
事
業
」と
し
て
、
東
京
大
学
、

福
島
工
業
高
等
専
門
学
校
に
よ
る

「
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」を
、
東
京
大

学
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
の
協
力
の
も
と

実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学

生
は
、
発
電
の
原
理
を
理
解
す
る

た
め
の
永
久
磁
石
と
コ
イ
ル
を
使

用
し
た
電
磁
誘
導
発
電
の
仕
組
み

に
つ
い
て
、
実
験
と
工
作
の
体
験

を
通
し
て
、
発
電
の
原
理
を
楽
し

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

はやぶさ展示会

　

９
月
10
日
、
11
日
の
両
日
、
中

央
体
育
館
に
お
い
て
、
福
島
県
内

で
初
め
て
、
日
本
が
世
界
に
誇
る

「
小
惑
星
サ
ン
プ
ル
リ
タ
ー
ン
計

画
」
の
実
現
に
寄
与
し
た
、「
は

や
ぶ
さ
」
及
び
「
は
や
ぶ
さ
２
」

の
実
物
大
模
型
、「
小
惑
星
リ
ュ

ウ
グ
ウ
の
サ
ン
プ
ル
回
収
カ
プ
セ

ル
模
型
」
な
ど
の
展
示
を
行
い
、

９
０
０
名
の
来
場
が
あ
り
、
小
惑

星
探
査
の
科
学
の
旅
を
楽
し
み
ま

し
た
。
前
日
の
９
日
に
は
、
小
学

校
５
，
６
年
生
の
児
童
40
名
が
授

業
の
一
環
と
し
て
見
学
を
行
い
、

宇
宙
に
つ
い
て
考
え
、
興
味
を
持

つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課

　

７
月
３
日
、
双
葉
郡
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
が
富
岡
町
、
楢
葉
町
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
が
、
本
町
か
ら
は
野
球
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
の
各
競
技

に
総
勢
44
名
が
参
加
し
、
暑
さ
に

負
け
ず
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
準
優
勝
、野
球
３
位
、

剣
道
３
位
と
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。

　

７
月
15
日
、
市
町
村
対
抗
福
島

県
大
会
広
野
町
実
行
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
軟
式
野
球
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
、
駅
伝
競
走
の
各
大
会

に
か
か
る
事
業
計
画
、
予
算
の
承

認
、
監
督
及
び
コ
ー
チ
の
選
任
を

行
い
ま
し
た
。

　

７
月
23
日
、
広
野
町
青
少
年
健

全
育
成
町
民
会
議
、
青
少
年
健
全

育
成
事
業
と
し
て
「
夏
休
み
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
時
計
教
室
」を
開
催
し
、

参
加
し
た
小
学
１
年
生
か
ら
５
年

生
ま
で
の
13
名
が
、
一
般
社
団
法

人
日
本
時
計
協
会
並
び
に
時
計

メ
ー
カ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
指
導
の

も
と
、
自
分
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
文

字
盤
を
使
い
、
時
計
づ
く
り
を
体

験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
８
月
21
日

に
は
、「
夏
休
み
、
南
極
の
お
は

な
し
」
を
防
衛
省
、
自
衛
隊
福
島

地
方
協
力
本
部
、
相
双
地
域
事
務

所
広
報
官
を
講
師
に
迎
え
て
開
催

し
、
参
加
し
た
小
学
２
年
生
か
ら

中
学
２
年
生
ま
で
の
６
名
が
、
南

極
の
雑
学
や
砕
氷
船
し
ら
せ
が
南

極
で
採
取
し
た
氷
や
鉱
石
等
に
実

際
に
触
れ
な
が
ら
、
地
球
環
境
や

南
極
観
測
に
関
わ
る
人
々
の
仕
事

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

７
月
25
日
か
ら
30
日
ま
で
の
６

日
間
、
広
野
町
文
化
交
流
施
設
の

学
術
研
究
員
、
瀬
戸
良
英
先
生
に

よ
る
夏
季
課
外
授
業
（
数
学
補
強

学
習
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
学

２
年
生
か
ら
３
年
生
、
６
名
が
参

加
し
、
各
自
の
弱
点
を
重
点
的
に

補
強
す
る
こ
と
を
目
的
に
課
外
授

業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
、
町
民
の
「
教
育
機

会
の
確
保
」、「
郷
土
愛
の
育
成
」、

「
世
代
間
の
交
流
」
を
目
的
と
し

た「
広
野
町
ふ
る
さ
と
創
生
大
学
」

を
開
校
し
ま
し
た
。
申
込
者
28
名

の
参
加
に
よ
り
入
学
式
と
東
京
大

学
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー

特
任
研
究
員
、
裏
出
良
博
先
生
に

よ
る「
聞
い
て
得
す
る
眠
り
の
話
」

の
１
回
目
の
授
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
講
義
は
、
テ
ー
マ

別
の
「
ゼ
ミ
方
式
」
を
導
入
し
、

特
定
の
専
門
分
野
に
つ
い
て
、
講

師
の
指
導
の
も
と
に
、
少
人
数
の

受
講
生
が
自
ら
の
発
表
や
討
論
に

よ
り
主
体
的
に
学
習
を
進
め
て
行

く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

大
学
は
、
来
年
２
月
ま
で
、
６
講

座
、
全
19
回
開
催
い
た
し
ま
す
。 ふるさと創生大学

令和４年 第３回
広野町議会定例会議案

一
般
会
計

　
令
和
３
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
63
億
１
５
１
４

万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
総
額
は
、
57
億

３
８
０
万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
６
億
１
１
３
４
万
８
千

円
で
、
令
和
４
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
の
財
源

２
億
２
１
５
４
万
８
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収

支
額
が
３
億
８
９
８
０
万
円
と
な
り
、
こ
の
う
ち

２
億
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
、
残
り
を

令
和
４
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

歳　
　
入

　
令
和
３
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
59
億

４
７
３
万
２
千
円
に
対
し
て
、
４
億
１
０
４
１
万

７
千
円
（
６
・
95
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
が
増
加
し
た
主
な
要
因
は
、
地
方
交
付
税

及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
国
庫

支
出
金
並
び
に
復
興
関
連
の
県
支
出
金
の
増
に
よ

る
も
の
で
す
。

歳　
　
出

　
令
和
３
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、
前
年
度
53
億

２
４
０
７
万
円
に
対
し
て
、
３
億
７
９
７
３
万
１

千
円
（
７
・
13
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
が
増
加
し
た
主
な
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
、
感
染
拡
大
の
影
響

を
受
け
て
い
る
住
民
生
活
や
事
業
所
へ
の
支
援
事

業
並
び
に
復
興
関
連
事
業
の
実
施
に
よ
る
も
の
で

す
。

町　税

歳入総額 63億1,514万9千円

36.7%

24.0%

15.4%

12.3%

%11.6%
0.0%

39.3% 自主財源
60.7%

依存財源

国庫支出金
973,546千円

（前年度比　8.7%）

県支出金
775,874千円

（前年度比　32.1%）

町　債
0千円

（前年度比　0%）
その他
1,513,469千円

（前年度比　16.1%）
その他の内訳
使用料及び手数料

58,866千円
繰越金 

350,662千円
分担金及び負担金･寄附金

23,948千円
繰入金  

886,396千円
財産収入  

46,283千円
諸収入  

147,314千円

2,321,178千円
（前年度比　△9.2%）731,082千円

（前年度比　29.9%）

地方譲与税等 町税内訳  
町民税

497,617千円
固定資産税

1,735,297千円
その他

88,265千円

一般会計歳入決算の状況

　
令
和
３
年
度
の
町
の
決
算
が
９
月
定
例
議
会
に

お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
「
広
野
町
財
政
状
況

の
作
成
お
よ
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和３年度

決 算

会計別決算の状況 （単位：千円）

区　　　　　分 歳 入 総 額 歳 出 総 額 歳入歳出差引額
一 　 般 　 会 　 計 6,315,149� 5,703,801� 611,348�

特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 783,832� 748,596� 35,236�
介 護 保 険 599,498� 555,715� 43,783�
土 地 開 発 事 業 167,203� 160,582� 6,621�
公 共 下 水 道 事 業 222,425� 216,271� 6,154�
農 業 集 落 排 水 事 業 39,092� 37,847� 1,245�
後 期 高 齢 者 医 療 19,703� 19,251� 452�
小 　 　 　 計 1,831,753� 1,738,262� 93,491�
合　　　　　計 8,146,902� 7,442,063� 704,839�


